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１．渋滞対策の進め方

■ 令和３年度 道路関係予算の概要

Ａ

Ｃ

Ｐ・Ｄ



２．これまでの検討経緯
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• 平成24年度 主要渋滞箇所の公表
• 平成25～26年度 渋滞対策基本方針の策定
• 平成27～28年度 モニタリング結果、対策の実施状況及び効果検証、解除方針案の提案
• 平成29年度 主要渋滞箇所の見直し・ピンポイント渋滞対策の実施（国道8号江尻高架橋接続部）
• 平成30年度 施策紹介（能越道料金変更に伴う交通状況の変化、交通アセスメントの取組事例）

・ ピンポイント渋滞対策の実施（国道8号安楽寺西交差点）
• 令和元年度 主要渋滞箇所の見直し・ピンポイント渋滞対策の実施（国道8号四屋交差点）
• 令和２年度 主要渋滞箇所の見直し・ピンポイント渋滞対策の実施（国道41号掛尾町交差点）

・コロナ情勢における富山県内の交通分析

② ピンポイント渋滞対策の推進
• R３対策実施予定箇所 （主要地方道 小矢部伏木港線 高岡北IC入口交差点）

大型店舗出店

沿道環境等の変化

道路・交通網の整備等

これまでの主な検討経緯

今回の議論のポイント

道路利用者のご意見

最新交通データ（ETC2.0等）

① 渋滞対策箇所の見直しに向けた議論
• 渋滞状況のモニタリング
• 主要渋滞箇所の解除候補箇所・追加候補箇所の抽出

（１） 検討委員会の議論のポイント

③ その他の視点
• 災害時の交通マネジメント
• ＴＤＭ施策実施に向けた今年度以降の取り組み内容



※3 県道以上が交差する主要な交差点を対象として整理
約1,400箇所（主要渋滞箇所を除く）
高速道路の渋滞区間については別途検討

※4 路上工事の影響など不確定な要素を排除するため

富山県内の主要渋滞箇所の解除・追加は、各判定フローに基づき、最新データによる抽出基準の該当状況や交
通状況を踏まえ、解除・追加候補箇所を選定。

道路管理者による現地確認のうえ、解除・追加箇所を選定。
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【主要渋滞箇所の解除フロー】 【主要渋滞箇所の追加フロー】

（２） 主要渋滞箇所 解除・追加箇所の考え方

２．これまでの検討経緯

主要渋滞箇所※1

最新データによる分析の結果
主要渋滞箇所抽出基準に非該当

対策の実施有・無等により要因を確認

渋滞緩和の要因が明確か？※2

（対策の効果が発現している場合）

主要渋滞箇所として、対策実施
及びモニタリングを継続

主要渋滞箇所からの解除候補

①道路管理者による現地確認の上
②委員会での議論を経て判定

No

※1 平成24年度（当初）公表箇所数189箇所。
平成29年度に184箇所に見直し
令和元年度に182箇所に見直し
令和２年度に181箇所に見直し

※2 対策により交通量の減少や速度の向上など
要因が明確であるか判断。

Yes

Yes

Yes

No

No

主要渋滞箇所以外の交差点※3

最新データによる分析の結果
主要渋滞箇所抽出基準に該当

交通状況・交差点構造、対策実施状況等を確認

抽出基準に２年間連続※4で該当

混雑状況のモニタリングを継続

渋滞要因が明確か？

Yes

主要渋滞箇所の追加候補

①道路管理者による現地確認の上
②委員会での議論を経て判定

Yes

Yes

No

No

No

渋滞緩和が２年間継続？

パブコメによる追加候補

①複数意見があった箇所を抽出（目安：２件／年以上）

②道路管理者による現地確認、データ・要因分析等を行った上で、対策の必要性を検討

③委員会での議論を経て判定

パブコメによる解除候補

①道路管理者による現地確認の上

②委員会での議論を経て判定



富山県の主要渋滞箇所 181箇所を選定

地域の実感の反映（パブコメ等） 42箇所
※交通データだけでは抽出しきれない渋滞箇所をパブコメ等により補完
※複数意見があった箇所を現地確認等により絞り込み

２．これまでの検討経緯

主要渋滞箇所は、基本指標による評価に加え、地域の課題を踏まえた抽出基準により選定。

平成29年度以降、主要渋滞箇所の見直しを実施しており、現在181箇所が登録されている。

（３） 主要渋滞箇所の選定状況
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【主要渋滞箇所選定フロー】

渋滞状況を交差点の渋滞損失時間で評価

基本指標による評価
（渋滞損失時間）

昼間12時間の渋滞
損失時間が多い交差点

０箇所

抽出基準①

抽出基準②

一部の時間において、渋
滞損失時間が多い交差点

80万人時間/年相当
(約2,200人時間/日以上)

10箇所

ピーク時の最低旅行速度が
20km/h以下、
かつ昼間12時間の渋滞損失
時間が県内累計上位50％

抽出基準③

地域の課題を反映する
データによる補完

70箇所 59箇所

地域独自指標の追加
（休日・冬期・意見照会等）

抽出基準④

一方向でも速度
が低い交差点

計139箇所

180人時間/時相当
(抽出基準①/12)

※渋滞損失時間
交差点に流入する区間で生じている損失時間（自由に走行できる状態からの遅れで、利用者

が損失している時間）の合計
※各抽出基準を判定するデータ

抽出基準①～③は秋期平日、抽出基準④の休日は秋期休日、冬期は冬期平日のデータを利用

休日：抽出基準③
冬期：冬期速度低下率0.8以下
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３．渋滞状況のモニタリング

N

富山県内の主要渋滞箇所は、令和3年3月の時点で181箇所を指定。

主要渋滞箇所は、富山エリア・高岡エリアの両市街地部を中心に多数存在している。

【主要渋滞エリア】

主要渋滞箇所や区間が面的に広がっており、複数路
線に跨り主要渋滞箇所を含む区域
【主要渋滞区間】

交差点が連坦するなど、速度低下箇所が連続してお
り、複数の主要渋滞箇所を含む区間

■令和２年度時点 指定状況

抽出基準①： 0箇所

主要渋滞箇所総数：181箇所

【主要渋滞箇所 追加・解除の経緯】
平成24年度：189箇所特定
平成29年度：12箇所解除 7箇所追加 計184箇所
令和元年度：4箇所解除 2箇所追加 計182箇所
令和２年度： 2箇所解除 1箇所追加 計181箇所

凡 例
：主要渋滞箇所
：主要渋滞エリア
：主要渋滞区間

伏木富山港
（富山地区）

伏木富山港
（新湊地区）

伏木富山港
（伏木地区）

七尾大泊IC

灘浦IC

氷見北IC

氷見IC

氷見南IC

高岡北IC

高岡IC

福岡IC

小矢部東IC

小矢部
砺波JCT 砺波IC

小矢部IC

高岡砺波スマートIC

小杉IC

富山西IC

富山IC

南砺スマートIC

朝日IC

入善スマートIC

黒部IC

魚津IC

滑川IC

立山IC

流杉
スマートIC

入善町

魚津市

滑川市

上市町舟橋村

富山市

射水市

高岡市

砺波市

小矢部市

氷見市

能
越
自
動
車
道

新高岡駅

富山駅

黒部宇奈月
温泉駅

南砺市

富山空港

160

160

160

415

470

415

472

８

156

８

８

８

８８

８

41

41

415

359

156

359

472

黒部市

朝日町

福光IC

41

（１） 主要渋滞箇所の選定状況

富山エリア
高岡エリア

■主要渋滞箇所の登録箇所数

主要渋滞箇所の登録初年度
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抽出基準②：10箇所

抽出基準③：70箇所

抽出基準④：59箇所

パブコメ ：42箇所



富山エリア

49%

高岡エリア

15%

その他エリア

36%

富山エリア

50%

高岡エリア

15%

その他エリア

35%

2,955 2,980 3,017 3,110 

712 682 702 723 564 556 535 537 

1,661 1,589 1,570 1,716 

697 672 638 669 

2,755 2,702 2,756 2,861 

4,616 4,568 4,586 4,826 

1,410 1,355 1,340 1,392 

3,319 3,258 3,291 3,398 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2 H29 H30 R1 R2

富山エリア 高岡エリア その他エリア
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３．渋滞状況のモニタリング

（２） 富山県内の渋滞損失時間

富山県内の渋滞損失時間は、富山・高岡エリアが全体の約６割を占める。

平成29年度以降、富山・高岡・その他エリアともに、渋滞損失時間は概ね横ばいで推移。

主要交差点の約１割（181箇所/1,500箇所）に総渋滞損失時間の半分が集中し、その上位は主要渋滞箇所が多く占める。

【算定条件】
集計対象 ：富山県内主要交差点 約1,500箇所（国土技術総合研究所定義交差点＋その他主要交差点）
渋滞損失時間：各年秋期平日（9-11月）

64％

【エリア別渋滞損失時間の推移】

H29

R2

(万人時間/年)

(万人時間/年)

65％

【エリア別渋滞損失時間】

全体の約６～７割を
富山・高岡エリアが
占める

(万人時間/年)
■：主要渋滞箇所 ■：主要渋滞箇所以外

渋
滞
損
失
時
間

約0.99倍

横ばい

横ばい

横ばい

【渋滞損失時間上位順グラフ（R2）】

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
(万人時間/年)

渋滞損失時間の上位箇所は
主要渋滞箇所が多くを占める 主要渋滞

箇所
47%

主要渋滞
箇所以外

53%

主要交差点の約1割程度に、
総渋滞損失時間の約半分が集中

富山県内総渋滞損失時間内訳(R2)

500 1,000 1,500
(箇所)

■：主要渋滞箇所
■：主要渋滞箇所以外



道路利用者会議により寄せられた混雑意見97箇所のうち、62箇所は主要渋滞箇所に登録されている。

令和2年度までに5箇所でピンポイント渋滞対策（速攻対策）を実施済みであり、効果が確認されている。

主要渋滞箇所に未登録の35箇所については、データ分析・現地確認による検証を引き続き実施する予定。

３．渋滞状況のモニタリング

（３） 道路利用者会議による混雑意見

■主要渋滞箇所未登録の道路利用者会議意見箇所
（令和2年度）

N

18

17

22

■道路利用者会議による混雑意見箇所（令和２年度）

国道8号 高岡IC入口交差点
【ピンポイント対策】
・平成30年度 右折レーンの延伸
【抜本対策】
・平成30年度 六家立体事業化

国道8号 江尻高架橋接続部西
【ピンポイント対策】
・平成29年度 直左レーンの延伸

1

伏木富山港
（富山地区）

伏木富山港
（新湊地区）

伏木富山港
（伏木地区）

灘浦IC

氷見北IC

氷見IC

氷見南IC

高岡北IC

高岡IC

福岡IC

小矢部東IC

小矢部
砺波JCT

砺波IC

小矢部IC

高岡砺波スマートIC

小杉IC

富山西IC

富山IC

南砺スマートIC

朝日IC

入善スマートIC

黒部IC

魚津IC

滑川IC

立山IC

流杉
スマートIC

入善町

魚津市

滑川市

立山町

舟橋村

富山市

射水市

高岡市

砺波市

小矢部市

氷見市

能
越
自
動
車
道

新高岡駅

富山駅

黒部宇奈月温泉駅

南砺市

富山空港

160

160

160

415

470

415

472

８

156

８

８

８

８
８

８

41

41

415

359

156

359

472

黒部市

朝日町

41

2

国道8 号安楽寺(西)交差点
【ピンポイント対策】
・平成30年度 右折レーンの延伸

国道8号 四屋交差点
【ピンポイント対策】
・令和元年度 右折レーンの延伸

31

凡 例

：道路利用者会議意見箇所
（主要渋滞箇所登録済み）

：道路利用者会議意見箇所
（主要渋滞箇所未登録）

：主要渋滞エリア

：ピンポイント渋滞対策実施箇所

高岡エリア

国道41号 掛尾町交差点
【ピンポイント対策】
・令和2年度 右折レーンの延伸

25

3～56～10

11～13

16

富山エリア

23
20

21

24

27

29
30

32

3335

34

26

28

19

15

14

市町村 路線名 交差点名

1 入善町 国道８号 入善高校東

2 黒部市 国道８号 古御堂（東）

3 高岡市 国道８号 下岩瀬東

4 高岡市 国道８号 下石瀬西

5 高岡市 国道８号 下田東

6 高岡市 国道８号 江尻

7 高岡市 国道８号 向野本町

8 高岡市 国道８号 新成町

9 高岡市 国道８号 開発本町

10 高岡市 国道８号 木町

11 富山市 国道41号 西上袋

12 富山市 国道41号 掛尾町第二

13 富山市 国道41号 公設市場前

14 富山市 国道41号 機械工業センター口

15 富山市 国道41号 新庄銀座

16 小矢部市 国道471号 本町

17 富山市 国道472号 長沢（西）

18 富山市 (主)富山立山公園線 元町

19 富山市 (主)富山立山公園線 長江本町

20 富山市 (主)富山八尾線 田刈屋

21 富山市 (主)富山八尾線 地角

22 高岡市 (主)富山戸出小矢部線 中田橋（東）

23 富山市 (主)富山停車場線 富山駅前東

24 高岡市 (主)伏木港線 向野職安前

25 富山市 (主)富山高岡線 五福末広町

26 富山市 (主)富山高岡線 呉羽本町

27 富山市 (主)富山高岡線 呉羽中学校前

28 富山市 (主)富山高岡線 呉羽町

29 富山市 (主)富山上滝立山線 大町２区

30 富山市 (主)富山上滝立山線 大町（一区中部）

31 高岡市 (主)高岡小杉線 読売会館前

32 富山市 (主)富山小杉線 布瀬町一区

33 富山市 (主)富山外郭環状線 任海

34 富山市 (一)井栗谷婦中線 十五丁

35 富山市 (市)青島小倉線 青島
7



N

富山エリア

伏木富山港
（富山地区）

伏木富山港
（新湊地区）

伏木富山港
（伏木地区）

灘浦IC

氷見北IC

氷見IC

高岡北IC

高岡IC

福岡IC

小矢部東IC 高岡砺波
スマートIC

小杉IC

富山西IC

富山IC

朝日IC

入善スマートIC

黒部IC

魚津IC

滑川IC

立山IC

流杉
スマートIC

入善町

魚津市

滑川市

上市町

立山町

舟橋村

富山市

射水市

高岡市

砺波市

氷見市

能
越
自
動
車
道

新高岡駅

富山駅

黒部宇奈月
温泉駅

富山空港

160

160

160

415

470

415

472

８

156

８

８

８

８
８

８

41

41

415

359

472

黒部市

朝日町

41

■その他意見要望箇所

３．渋滞状況のモニタリング

（４） その他意見要望

■意見要望内容

HPアンケート期間：R2.4～R3.5

2

凡 例

：その他要望箇所（主要渋滞箇所登録済み）
：その他要望箇所（主要渋滞箇所未登録）
：主要渋滞エリア

No 路線名
交差点
名

混雑要因
主要渋滞
箇所の
登録状況

意見
数

対応

1
（主）富山上滝
立山線

堀 ・踏切の待ち時間が長い 登録済み 1件 －

2 （主）富山上市線 常願寺
・朝夕の通勤時間帯に交通
が集中する

未登録 1件 －

8

HPアンケートなど、道路利用者の意見を幅広く収集。

今年度は、複数意見が寄せられた箇所が無かったため、パブコメによる追加候補箇所の検討は行わない。

氷見南IC

高岡エリア

1
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9

【解除候補箇所の抽出】

４．解除候補箇所の抽出

■ 解除候補箇所の抽出

主要渋滞箇所181箇所について、令和元・２年度の渋滞損失時間により抽出基準への該当状況を検証。

解除フローに基づき、主要渋滞箇所２箇所を解除候補箇所として抽出。

今後、データ分析結果を補完するため現地確認を行い、主要渋滞箇所２箇所について解除を検討。

⇒両交差点ともに、能越道の料金体系変更後（H30.6）、並行する当該路線の交通量の減少により、渋滞が緩和したと想定される。

207 

170 166 157 

199 
174 

162 
153 

0

50

100

150
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250

H29年 H30年 R1年 R2年

【解除候補箇所位置図】

至 小矢部市

高岡市

8

高岡IC

N 至

射
水
市

至 高岡北IC

高岡駅

156

29

出典：トラカン交通量（各年10月の平均交通量）

【参考】能越道の料金変更に伴う交通状況の変化

①西高岡駅口交差点

②立野交差点

能越自動車道 有料区間
（高岡IC～小矢部砺波JCT）
H30.6 通行料金変更

能越自動車道 無料区間
（のと里山空港IC～高岡IC）

通行料金の変更により、
高岡IC～小矢部東IC間が

実質無料化

470

至 福岡IC

交
通
量
（
百
台
／
日
）

※電子地形図25000(国土地理院)に一部追記

料金体系変更
平成30年6月

能越道 福岡IC～高岡IC間 国道８号 宝来

料金体系変更
平成30年6月

交
通
量
（
百
台
／
日
）

■：平日
■：休日

■：平日
■：休日

断面１

断面２

断面１ 断面２

休日平均
+95百台/日
(+128％)

平日平均
+131百台/日

(+201％)

休日平均
－46百台/日

(－23％)

平日平均
－50百台/日

(－24％)

データ 年度 損失時間
（人時間/年）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度
最大

損失時間
（人時間/時）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度 損失時間
（人時間/日）

最低
旅行
速度

（km/h）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度 損失時間
（人時間/日）

最低
旅行
速度

（km/h）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度 損失時間
（人時間/日）

最低
旅行
速度

（km/h）

冬期
速度

低下率

抽出
基準
該当
状況

R1年度 92,170 R1年度 29 R1年度 253 15 R1年度 227 13 R1年度 245 15 1.0

R2年度 104,527 R2年度 35 R2年度 286 14 R2年度 243 15 R2年度 275 13 0.9

R1年度 50,422 R1年度 15 R1年度 138 29 R1年度 137 28 R1年度 134 27 0.9

R2年度 60,166 R2年度 21 R2年度 165 23 R2年度 142 28 R2年度 136 25 1.1

2

№

1

冬期
平日

該当
しない

該当
しない

秋期
平日

該当
しない

秋期
休日

該当
しない

国道
８号

立野
交差点

秋期
平日

該当
しない

秋期
平日

基準③ 基準④（休日） 基準④（冬期）

渋滞
緩和が
２年間
継続

国道
８号

西高岡
駅口
交差点

秋期
平日

該当
しない

秋期
平日

該当
しない

秋期
平日

該当
しない

秋期
休日

該当
しない

冬期
平日

該当
しない

解除
フロー
該当
状況

路
線
名

交
差
点
名

基準① 基準②



データ 年度 損失時間
（人時間/年）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度
最大

損失時間
（人時間/時）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度 損失時間
（人時間/日）

最低
旅行
速度

（km/h）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度 損失時間
（人時間/日）

最低
旅行
速度

（km/h）

抽出
基準
該当
状況

データ 年度 損失時間
（人時間/日）

最低
旅行
速度

（km/h）

冬期
速度

低下率

抽出
基準
該当
状況

R1年度 243,296 R1年度 99 R1年度 667 13 R1年度 530 16 R1年度 658 14 1.1

R2年度 244,510 R2年度 98 R2年度 670 13 R2年度 543 15 R2年度 646 14 1.1

追加
フロー
該当
状況

路
線
名

交
差
点
名

基準① 基準②

抽出
基準に
２年間
連続で
該当

基準③ 基準④（休日） 基準④（冬期）

国道
８号

四屋南
交差点

秋期
平日

該当
しない

秋期
平日

該当
しない

秋期
平日

該当
する

秋期
休日

該当
する

冬期
平日

該当
しない

５．追加候補箇所の抽出

主要渋滞箇所以外の交差点について、令和元・２年度の渋滞損失時間により、抽出基準への該当状況を検証。

追加フローに基づき、主要渋滞箇所の追加候補箇所を１箇所抽出。

今後、データによる分析や現地確認を行い、主要渋滞箇所へ追加するべきかを検討。

■ 追加候補箇所の抽出 （最新データによる抽出）

【追加候補箇所の抽出】

【追加候補箇所位置図】

四屋南
交差点

高岡市

8

160

：主要渋滞箇所

8

N

156

※地理院地図に一部追記

至
新
潟
県

至 石川県

至 七尾市

四屋
交差点

昭和町
交差点

熊野町
交差点

広小路
交差点

四屋南交差点の指標は抽出基準超過が継続中

今年度、渋滞要因の検証・現地確認を行い、

主要渋滞箇所へ追加するべきかを検討
10

≪ 隣接交差点（四屋交差点）のピンポイント渋滞対策 ≫
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至

新
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県 ８８
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８８

※1 問題範囲：右折滞留車による直進車の交通阻害が想定される範囲
※2 急ブレーキ発生率：急ブレーキ件数／(区間直進走行台数×延長)

【使用データ】ETC2.0 様式1-4
【集計期間】対策前：H30.10

対策後：R2.5

地
点
速
度
割
合

(km/h)

平
均
速
度

【使用データ】ETC2.0 様式1-2
【集計期間】対策前：H30.10(平日18時台)

対策後：R2.5(平日18時台)

地理院地図に一部追記して作成

進行方向

進行方向

直進車の急ブレーキ（減速度0.3G以上）発生率※2

直進車の平均速度と地点速度割合

急ブレーキ発生率

： 対策前
： 対策後

50km/h以上
40-50km/h
30-40km/h
20-30km/h
10-20km/h
0-10km/h
平均速度

対
策
前

対
策
後

N

(件/百台km)

急
ブ
レ
ー
キ

発
生
率

至 高岡古城公園

右折滞留長延伸

(L=60m ⇒ 70m)

右折滞留長の延伸（R2年3月実施）

右折レーン（現況） テーパ長
（現況）

右折レーン延伸により、滞留車両のはみ出しが軽減され、
低速車の発生割合が減少

右折レーン延伸により、滞留車両のはみ出しが軽減され、
急ブレーキ発生率が減少

問題範囲※1

令和２年度 第１回委員会にて紹介済

混雑時旅行速度※

R1秋期平日（対策前）：17.2㎞/h

R2秋期平日（対策後）：18.0㎞/h（＋0.8㎞/h）

※：朝ピーク（7～9時）、夕ピーク（17～19時）の平均



６．渋滞対策について

道路利用者会議による混雑意見箇所である（主）小矢部伏木港線 高岡北IC入口交差点では、朝の通勤ピーク時
に能越自動車道側と小矢部伏木港線の伏木富山港側の流入部において渋滞が発生。

今年度、ピンポイント渋滞対策として、交差点改良へ着手予定。

富 山 県

富山県高岡市
高岡北IC入口交差点

≪広域図≫

高岡北入口交差点

写真撮影日：令和2年6月16日（火） 7:00～9:00

≪位置図≫ ≪説明図≫

■ ピンポイント渋滞対策の実施予定箇所 【（主）小矢部伏木港線 高岡北IC入口交差点】

至 氷見IC 至 氷見市

至 高岡IC

N

32

160

32

8 156

：主要渋滞箇所

至

伏
木
富
山
港

高岡北IC
入口交差点

高岡北IC

西海老坂
交差点

四屋
交差点

昭和町
交差点

至

伏
木
富
山
港

至 氷見IC

至

高
岡IC

至

小
矢
部
市

渋滞長観測日：令和2年6月16日（火） 7:00～9:00

≪対策内容≫

高岡北IC
入口

五十里

渋滞長：最大320m
滞留長：最大380m

渋滞長：最大120m
滞留長：最大230m

渋滞長：0m
滞留長：最大70m

32

E41

E41

至 伏木富山港

【横断図（A-A’断面）】

至

小
矢
部
市

至

伏
木
富
山
港

【対策内容①】
右折レーン延伸※

※対策内容について
現在関係機関協議中

【対策内容②】
右折交通容量を拡大※

※対策内容について
現在関係機関協議中

高岡北IC
入口

令和２年度データ（秋期平日）

渋滞損失時間
（人時間/日）

最低速度
（km/h）

130.9 18.1

A

A’

【横断図（A-A’断面）】

（現況）

（計画）

[単位：m]
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現況幅員内で対応※電子地形図25000(国土地理院)に一部追記

※地理院地図に一部追記
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能越道(高岡IC～高岡北IC)の交通量の推移

料金体系変更
平成30年6月（百台/日)

+25百台/日
(+22％)

+38百台/日
(+34％) ■：平日 ■：休日

出典：トラカン交通量（各年10月の平均交通量）



７．その他の視点

（１） 災害時の交通マネジメント

12資料：令和3年度道路関係予算概要（令和3年1月）国土交通省道路局・都市局 P17

■ 令和３年度 道路関係予算の概要



令和2年度は、国道41号法面崩落による通行止めや記録的大雪などにより、日常生活や通勤・通学、物流、経済
活動等に大きな影響を及ぼした。

今後の災害対応に活かすため、災害時の交通状況や課題等の分析が必要。

７．その他の視点

（１） 災害時の交通マネジメント

13

■ 国道41号（富山市片掛地区）法面崩落による通行止め

■ 令和2年度の記録的大雪

・国道41号（富山市片掛地区）において法面崩落したため、通行止を実施(R2.4.10 14:00～R2.5.27 15:00)
・通行止め期間中には、並行する東海北陸自動車道の無料措置を実施（R2.4.13 17:00～R2.5.27 15:00)
・国道41号の通行止めにより、岐阜県飛騨市や長野県大町市の企業では東海北陸道への迂回が発生し、

運行距離が増大するなど、企業活動の効率が低下。
※交通量等その他の影響については、令和2年度第2回委員会で紹介

■通行止め状況（道の駅細入から岐阜県側を望む）

・令和3年1月7日から10日にかけて日本付近は強い冬型の気圧配置となり、
特に北陸地方では断続的に強い雪が降った。

・富山市、高岡市では24時間降雪量が統計開始以降最大の値を観測。
・国道8号に交通が集中し、県内の国道8号全線にわたり渋滞が発生するなど、

富山市中心部や県内の国道、幹線道路では大規模な渋滞が多発。
・観測史上最大を記録した1月8日(金)は、県内全域で速度低下が発生。

交通が集中した幹線道路だけではなく、幹線道路に接続する支線においても
速度低下が発生。
■全県旅行速度図R3.1.8(金)（7時～19時平均）

■ 大雪時の道路交通確保対策 中間とりまとめ（R3.3改定）

・道路管理者は、大雪時における道路交通の確保のために、…広範囲

の計画的・予防的な通行規制や除雪能力を超える降雪に対し、高速

道路と並行する国道等の同時通行止めを行い、集中的な除雪作業

を実施すべきである。

計画的・予防的な通行規制や同時通行止めにあたっては、広域移動

の抑制のためのＵターン場所や広域迂回地点も踏まえ、通行止めの

可能性のある区間を予め定めるとともに、通行止め区間や予定日時

を繰り返し周知する必要がある。

・道路管理者は、各地域の降雪の特性等を踏まえ、…立ち往生等の発

生が懸念されるリスク箇所を予め把握しつつ、計画的・予防的な通行

規制区間を想定しておくべきである。

出典：国土交通省 冬期道路交通確保対策検討委員会 「大雪時の道路交通確保対策中間とりまとめ」R3.3改定

出典：ETC2.0 様式2-3（速報値）

大雪等災害時の道路交通への影響を最小限に
抑制するなど、今後の災害対応に活かすため、
大雪時の交通状況や課題についての検討が必要
（今年度は大雪について分析予定）



14

７．その他の視点

（２） ＴＤＭ（交通需要マネジメント）の今後の進め方

資料：令和3年度道路関係予算概要（令和3年1月）国土交通省道路局・都市局 P53

■ 令和３年度 道路関係予算の概要
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７．その他の視点

（２） ＴＤＭ（交通需要マネジメント）の今後の進め方

コロナ禍における交通量減少に伴う速度向上を踏まえ、富山県においてもTDM（交通需要マネジメント）について検討を進める

令和２年度 第２回委員会資料再掲



７．その他の視点

全国におけるTDM実施事例を収集・整理。（STEP１）

交通ビックデータを活用し、富山市街部に流入する車両の交通流動分析を実施。（STEP２）

現状分析結果を踏まえ、具体的な渋滞緩和策を検討（STEP３）し、富山市街部における渋滞緩和を目指していく。

（２） ＴＤＭ（交通需要マネジメント）の今後の進め方

※ＴＤＭ（交通需要マネジメント）とは
• 自動車の効率的利用や公共交通機関への転換など、交通行動の変更を促し、発生交通量の抑制など、「交通需要の調整」を図り、

道路交通混雑を緩和する取組みのこと。
• 海外では、Transportation Demand Managementと呼ばれ、その頭文字のTDMが国際的に用いられています。

【今後の進め方（案）】

富山市街部における渋滞緩和を目指す

将来ビジョン

STEP１：TDM事例収集・整理STEP１：TDM事例収集・整理

STEP２：交通ビックデータを活用した現状分析STEP２：交通ビックデータを活用した現状分析

STEP３：交通渋滞緩和策の検討STEP３：交通渋滞緩和策の検討

全国におけるTDM実施事例の収集・整理全国におけるTDM実施事例の収集・整理

ETC2.0プローブ情報等を用いた交通流動分析を実施
（市街地部通過車両の経路・目的地等を把握し、

TDMの取り組みが有効な時間帯、対象者、区間等
を検討）

ETC2.0プローブ情報等を用いた交通流動分析を実施
（市街地部通過車両の経路・目的地等を把握し、

TDMの取り組みが有効な時間帯、対象者、区間等
を検討）

現状分析結果を踏まえ、交通渋滞緩和策
（経路の変更、手段の変更、時間帯の変更等）を検討
現状分析結果を踏まえ、交通渋滞緩和策
（経路の変更、手段の変更、時間帯の変更等）を検討

対策実施

＜富山県及び全国のTDM取り組み事例＞

【実施箇所】一般国道56号及び大洲道路（愛媛県）
【実施主体】国土交通省
【 内 容 】立看板、HP、ポスター・チラシ、SNSを用いた大洲道路への経路誘導

16
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R4年度以降

【実施箇所】富山県
【実施主体】富山県公共交通利用促進協議会
【参加対象】 ノーマイカー運動に参加申込した県内事業所・

学校の勤務・通学者
【 内 容 】ノーマイカー期間の指定による自動車交通量抑制

参加特典
・参加者は、富山駅など駅周辺の協賛店舗で特典が受けられる
・参加者がアンケートに答えると抽選で交通ICカード等をプレゼント
・富山県公式アプリ「元気とやま かがやきウォーク」の利用者や

「とやま健康企業宣言」事業所が運動に参加した場合に、協賛店
で使用できるクーポン券を抽選でプレゼント

R3年度



８．今後の進め方について

８月

①富山県の渋滞状況

②主要渋滞箇所の抽出（解除・追加候補箇所）

③ピンポイント渋滞対策箇所

④その他

・解除・追加候補箇所の分析
・ピンポイント渋滞対策候補箇所の

新規抽出および対策検討

データ分析・現地確認（各道路管理者）

・主要渋滞箇所の更新（追加・解除）結果

バス・トラック
協会等

利用者団体の意見

意見箇所
の確認

■ 今後の検討委員会の進め方

令和３年度 主要渋滞箇所の確定

令和３年度 検討委員会の開催

今回
検討内容

17次回検討委員会の開催


